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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
世
界
中
で
「
仕
事
」
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
化
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
業
務
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
で
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
急
激
に
希
薄
と
な
っ
た
。 

企
業
の
中
に
は
原
則
と
し
て
出
社
を
廃
止
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
と
こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
多
く
の

労
働
者
が
孤
立
し
、
苦
し
ん
で
い
る
。 

さ
ら
に
一
部
の
企
業
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
、
大
幅
な
人
員
削
減
や
給
与
体
系
の
見
直
し
を

す
る
動
き
も
見
ら
れ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
労
働
環
境
の
変
化
は
、
音
楽
界
も
例
外
で
は
な
い
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
界
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
公
演
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
減
益
の
影
響
が
今
な
お
続
い
て
い
る
。 

ま
た
、
多
く
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
音
楽
家
も
同
様
に
、
こ
の
二
年
間
で
仕
事
が
大
き
く
減
少
し
、

職
業
と
し
て
音
楽
を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

国
際
的
に
は
音
楽
家
が
労
働
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
国
や
地
域
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
切
る
た
め
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
数
多
く
の
音
楽
家
が
廃
業
に
至
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
音
楽
界

全
体
が
苦
境
に
あ
る
と
言
え
る
。 

 

本
来
、
労
働
組
合
は
、
こ
う
し
た
苦
境
に
い
る
労
働
者
を
救
う
役
割
を
担
う
。
音
楽
の
世
界
に
お

い
て
も
音
楽
家
同
士
の
「
連
帯
」
を
よ
り
強
く
す
る
事
や
、「
連
帯
」
を
社
会
全
体
に
広
げ
て
ゆ
く
事

で
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
確
立
さ
れ
る
。
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
は
、
そ
の
「
連
帯
」
の
扇
の
要
と
な
る

よ
う
音
楽
家
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
組
織
運
営
に
努
め
、
コ
ロ
ナ
後
の
音
楽
業
界
復
興
に
尽
力
す
る
。 

更
に
国
や
自
治
体
の
文
化
政
策
に
積
極
的
に
関
与
し
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
化
芸
術
立
国
と

し
て
の
展
望
が
拓
け
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
音
楽
家
を
志
す
事
が
で
き
、
芸
術
文
化
の
世
界
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
っ
て
ゆ
く
と
考
え
る
。 

 

戦
争
や
人
種
、
病
気
や
格
差
、
性
別
な
ど
多
く
の
不
条
理
に
よ
り
、
人
々
の
心
が
蝕
ま
れ
る
中
、

音
楽
に
は
そ
れ
ら
を
癒
し
、
希
望
と
力
を
与
え
る
事
が
で
き
る
と
信
じ
る
。 

来
年
二
〇
二
三
年
に
は
、
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
発
足
四
十
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
先
人

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
音
楽
で
人
と
人
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
心
豊
か
な
社
会
と
真
の
音
楽
家
社
会
の
実

現
に
向
け
、
一
層
と
り
く
み
を
進
め
る
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
日 

日
本
音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
第
四
十
二
回
臨
時
全
国
大
会 


